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形
態
音
韻
論
欝
欝
…
点
か
ら
み
た
一
入
世
紀
初
頭
の
薩
隅
方
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
助
詞
「
の
」
の
簸
電
化
に
つ
い
て
一

江
　
口
　
泰
　
生

一
　
は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
の
国
語
史
が
も
っ
ぱ
ら
京
都
を
申
心
と
す
る
言
語
を
そ
の
対
象
と

し
て
い
た
の
に
対
し
、
論
理
的
に
縁
同
「
時
に
地
方
の
言
語
そ
の
も
の
を
対
象
と

す
る
国
語
史
が
あ
り
う
べ
き
事
は
既
に
先
学
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
」
再
構
を
進
め
る
た
め
の
資
料
に
づ
い
て
は
中
央
語
の
文
献
の
圧
倒

的
優
勢
は
否
め
な
い
。
量
は
勿
論
の
事
で
あ
ろ
う
が
、
．
質
的
に
も
地
方
語
を
そ

の
ま
ま
用
い
る
文
献
ば
数
少
な
く
、
文
語
的
表
現
の
中
に
散
発
的
に
出
現
す
る

方
言
形
を
頼
り
に
再
構
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
杢
。
し
か
し
、

地
方
語
の
文
献
に
お
い
て
も
口
語
駒
要
素
に
あ
ふ
轟
た
文
献
も
な
い
で
は
な
い
。

こ
の
事
は
と
、
9
も
な
お
さ
ず
、
一
方
言
史
を
再
構
す
る
た
め
の
障
害
と
さ
れ
る
資

料
的
綱
約
と
い
う
面
は
、
多
分
に
偶
発
的
な
物
理
的
な
要
素
．
の
問
題
な
の
で
あ

っ
て
、
本
質
的
な
差
異
と
は
な
し
難
い
事
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

こ
の
点
は
之
も
か
く
、
一
八
世
紀
初
頭
の
薩
隅
方
言
の
資
料
で
あ
る
ゴ
ン
ザ

の
諸
著
作
も
極
め
て
口
語
的
要
素
に
狙
ふ
れ
た
資
料
の
一
つ
と
言
え
る
。
本
稿

で
は
、
ゴ
ン
ザ
の
諸
著
作
を
資
料
と
し
て
薩
隅
方
言
の
史
的
展
開
の
一
端
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

二

助
詞
「
の
』
の
嬢
音
化

　
　
　
　
1
、
『
日
本
語
会
話
入
門
』

の
場
合
i

　
ゴ
ン
ザ
の
諸
著
作
峯
の
な
か
で
も
兜
日
本
語
会
話
入
門
』
童
は
特
異
な
価
値

を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
他
の
著
作
が
比
較
的
語
彙
集
と
し
て
の

色
あ
い
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
『
日
本
語
会
話
入
門
』
は
次
の
例
に
み
え
る

よ
う
に
ロ
シ
ア
語
の
文
を
薩
隅
方
言
で
訳
し
た
文
例
集
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
深
。

　
－
　
　
　
竃
や
ρ
民
諸
O
　
　
P
”
ぴ
　
　
弓
罵
民
ρ

　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
o
α
旨
9
民
『
　
①
o
↓
ぴ
　
。
酵
拙
ゆ
詣
Φ
エ
ぴ

　
　
（
ヨ
h
鋤
汚
ヨ
。
　
餌
「
　
　
一
⊆
騨
勉
／
雲
　
　
あ
る
　
遠
く
　
　
）

　
3
9
「
噂
自
‘
7
屋
画
境
9
エ
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
9
『
「
艶
ぴ
　
α
o
ω
o
護
。
℃
弓
工
ぴ
悶
諦

　
　
（
鎚
昏
q
α
。
ド
。
　
　
　
一
謬
固
冨
紳
／
天
使
　
　
　
　
な
し
に
　
死
の
）

　
し
か
し
、
上
の
1
1
の
例
に
よ
っ
て
も
分
か
る
よ
う
に
そ
の
訳
の
仕
方
は
多
分

に
直
訳
的
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
れ
ま
で
は
音
声
や
ア
ク
セ
ン
ト
と
い
っ
た
音
韻

論
的
な
観
点
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
事
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
彗
。
確
か
に

例
文
1
1
に
お
い
て
、
　
「
雲
は
遠
く
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
ロ
シ
ア
語
の
文
を
「

む
ら
く
も
　
あ
る
　
遠
か
」
、
と
訳
す
る
な
ど
は
ロ
シ
ア
語
の
語
順
の
と
お
り
に

単
語
を
並
べ
て
お
り
、
逐
語
訳
的
な
様
相
を
み
せ
る
も
の
と
言
っ
て
良
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
　
「
む
ら
雲
　
あ
る
　
遠
か
」
と
い
う
文
の
語
順
や
例
文
3
の
「

鋤
験
的
一
ち
死
な
ん
と
』
と
い
う
文
の
「
9
。
α
・
α
q
一
ち
』
と
い
う
旬
と
「
死

な
ん
と
」
と
い
う
句
と
の
結
び
付
き
方
に
関
し
て
は
、
自
然
の
言
語
の
反
映
と
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は
や
や
見
倣
七
が
た
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
例
文
3
に
お
い
て
は
「

死
の
な
い
も
の
』
と
い
う
意
味
の
文
を
「
死
な
ん
と
」
（
「
と
」
は
準
体
助
詞
）

と
訳
す
る
よ
う
に
、
一
句
の
な
か
に
お
炉
て
は
薩
隅
方
言
の
自
然
な
露
呈
と
思

わ
れ
る
も
の
も
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
語
煩
や
句
と
句
と
の
結
び
付
き
方
な
ど
に
関
し
て
は
、
ロ
シ
ア
語

を
直
訳
す
る
傾
向
が
強
い
の
で
必
ず
し
も
自
然
な
薩
隅
方
言
の
統
語
論
的
資
料

と
は
し
難
い
面
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旬
の
内
部
お
け
る
語
と
語

と
の
結
び
付
き
に
お
い
て
は
一
入
世
紀
初
頭
の
薩
隅
方
書
の
自
然
な
形
が
現
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ヒ
こ
れ
は
恐
ら
く
ゴ
ン
ザ
の
訳
の
仕
方
と

直
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
ゴ
ン
ザ
は
ロ
シ
ア
語
の
文
を
そ

の
全
体
の
意
味
を
考
え
て
意
訳
す
る
と
い
う
方
法
を
採
用
せ
ず
、
一
句
つ
つ
自

分
の
言
葉
で
置
き
換
え
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
句
と
句
と

の
結
び
付
き
方
は
ぎ
ご
ち
な
い
直
訳
調
と
な
ち
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
一
句
つ
つ
を
み
れ
ば
薩
隅
方
言
の
極
め
て
自
然
な
形
態
が
み
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
『
日
本
語
会
話
入
門
』
を
通
覧
す
る
と
、

　
　
9
甲
西
芙
ぬ
　
二
死
民
9
誕
↓
げ

　
　
　
（
ご
“
言
・
算
氏
δ
／
風
は
中
の
と
）

の
よ
う
に
助
詞
の
「
の
」
に
あ
た
る
部
分
が
「
コ
」
で
表
記
さ
れ
る
場
合
と
、

　
　
1
5
　
曾
鋤
や
＝
o
　
台
＝
℃
o
ズ
餌
民
餌
　
罫
卸
↓
簿
　
巨
。
ヨ
。
ス
ρ

　
　
（
；
『
儲
』
　
＝
h
。
渥
層
ア
卸
　
ヨ
・
。
一
凹
　
h
㊦
ヨ
Φ
胃
勉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
原
の
広
か
か
又
狭
い
か
）

の
よ
う
に
「
琴
」
で
表
記
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
侮
故
、
助
詞
「
の
」
に
こ

の
よ
う
な
二
種
の
表
記
が
出
現
す
る
の
で
あ
ろ
ヶ
か
。
こ
の
二
種
の
表
記
に
は

意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
『
日
本
語
会
話
入
門
』
に
出
現
す
る
全
て
の
助
詞
「
の
」
を
、
（
！
）

「
謬
」
で
表
記
さ
れ
る
も
の
と
、
．
（
2
）
「
詳
£
で
表
記
さ
れ
る
も
の
と
に
分

類
し
、
そ
の
前
落
語
と
と
も
に
示
す
と
以
下
の
と
お
り
と
な
る
書
。

　
　
　
羅
叢
塾
　
鐵
翻
璽
一
霧
難
嚢
　
難
麺
叢
㎝
鰹
　
獲
書
落
灘
叢
雛

の
欝
蒼
9
（
中
の
と
）
　
　
逡
富
魯
暮
。
（
直
の
と
V
器
隔
巴
碧
　
（
朋
の
と
）

　
の
q
⊃
§
鋤
艮
§
（
女
の
娘
の
V
　
①
q
⊃
§
響
ぎ
郎
（
女
の
娘
の
V
　
刈
。
。
ヨ
。

琴
コ
（
物
の
）
．
、
．
δ
c
。
馨
鶴
亀
言
（
胸
の
下
）
　
　
霜
O
冨
貯
霊
憲
コ
（
片
腹

の
）
　
一
翼
智
富
隠
ざ
ζ
（
腹
の
太
か
）
　
　
　
漕
O
緊
費
雪
（
力
の
）

　
N
塗
守
警
（
船
の
）
　
　
曽
。
。
ぎ
舞
必
至
　
（
こ
な
た
の
V
　
　
　
ω
一
。
。
ぎ
慧

富
三
“
・
（
こ
な
た
の
家
〉
　
　
　
ω
ω
一
一
＆
接
整
（
仏
の
）
　
　
器
。
。
胎
8
冨
（

人
の
）
　
　
。
。
合
h
鼠
島
餅
（
仏
の
）
　
　
ω
幽
ω
h
＆
。
紋
コ
（
仏
の
）
　
　
G
。
O

c。

?
ﾕ
＝
（
物
の
〉
　
　
心
O
。
。
ぴ
乙
。
h
o
三
（
ビ
ー
ド
ロ
の
と
）
　
　
心
ω
N
彗

署
象
（
う
な
じ
の
毛
）
　
塗
α
・
。
“
・
至
孝
£
（
御
前
迎
え
の
道
具
）

　
　
ま
刈
8
↓
§
　
（
父
の
V
　
　
ゴ
器
N
　
h
＆
o
識
コ
（
仏
の
）
　
　
詔
α
警
葬
葺

ト
沖
h
巴
降
r
　
　
経
如
ざ
甘
弩
8
コ
　
（
年
な
人
の
）
　
　
ま
O
　
冨
敗
更
葺
　
（

金
の
事
〉
　
．
ま
N
㎞
＆
。
渋
『
（
仏
の
〉
　
　
ま
ω
津
§
伸
。
（
人
の
と
V

㎝
賃
h
ぎ
三
〇
（
人
の
と
）
　
　
　
朝
。
。
り
　
》
弩
欝
　
（
下
の
と
に
）
　
　
①
一
。
。
隔
。

畠
笑
警
　
（
仏
の
）
　
　
　
m
お
ま
号
薮
コ
（
仏
の
V

　
　
　
　
　
憾
遜
　
羅
鐵
麹
薩
㎝
藪
薬
箋
嚢
鑑
羅
講
彊
　
難
叢
譲
葉
叢
雲
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

序
文
↓
。
α
q
駁
琴
（
戸
口
の
）
　
　
　
序
文
コ
に
。
弓
。
（
巳
本
の
）
　
　
　
序
文

三
8
∋
。
（
日
本
の
）
　
　
　
序
文
ざ
霊
簿
脹
ぎ
（
こ
な
た
達
の
V

窃
監
∋
o
（
原
の
）
　
　
　
　
葭
器
鋤
α
q
．
ぎ
梓
　
〈
あ
さ
ぎ
色
の
と
）
　
．
朝
O
貯

舞
．
琴
　
（
柿
の
）
　
　
　
竃
誓
。
h
。
。
Q
①
霊
（
酔
の
ほ
げ
た
）
　
　
　
①
⊂
5
智
。
。
．

ぎ
（
山
羊
の
）
　
　
　
零
丁
。
。
ゴ
。
　
（
凶
羊
の
）
　
　
　
掴
ズ
冒
ざ
。
　
（
客

の
）
　
　
瞬
津
ヨ
。
（
昼
の
）
　
」
　
　
蕊
、
』
良
、
コ
。
（
斧
の
〉

謎
霊
ぎ
。
（
原
の
y
　
　
　
Q
。
一
h
。
讐
。
ぎ
弾
鋤
（
本
の
事
か
〉
　
。
。
①
詳
ぎ
コ
。
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（
金
の
）
　
　
c
。
刈
巴
導
。
（
銀
の
）
　
　
　
8
凱
琴
（
石
の
）

謹
馨
。
ぎ
（
顎
の
下
）
　
奮
壽
胃
・
三
訂
（
脇
の
下
）
言
語

脚．

ｾ
一
訂
（
脇
の
下
）
　
N
8
妻
琴
（
内
の
）
　
　
　
　
N
8
暮
．
ぎ
（
膿

の
）
　
　
　
営
q
已
餅
。
塁
津
（
蒙
）
（
路
の
ま
ま
V
　
N
思
召
翫
コ
。
慧
冨
（

道
の
ま
ま
〉
　
。
ゆ
8
h
§
琴
ぎ
　
（
本
の
こ
V
、
　
ω
爲
冨
押
葵
．
琴
（
敵
の
）

　
　
ω
沼
h
ξ
琴
茸
。
（
古
の
っ
と
〉
　
　
　
ω
ω
⊂
ゐ
冨
§
o
、
（
神
の
）
　
　
謝

。。

?
@
亀
コ
鼻
高
（
昔
の
事
）
　
　
　
ω
刈
。
。
コ
賦
。
§
o
　
（
臼
本
の
）
　
　
ω
。
。
刈
鶏

一
ぎ
（
指
し
の
〉
　
　
　
。
。
c
。
q
⊃
σ
・
姦
§
鴛
欝
、
琴
（
グ
ラ
マ
テ
ィ
ク
の
）

　
禽
姻
捧
。
コ
コ
。
（
布
団
の
V
　
　
　
幽
N
窃
訂
ヨ
、
コ
。
冨
（
髪
の
毛
）
　
　
偽
象
段

ぎ
h
冨
（
家
の
人
は
）
　
　
ミ
。
。
ざ
謬
．
蓉
｛
霊
（
国
の
人
は
）
　
《
◎
。
一
ざ
コ
．
宕

（
国
の
）
　
　
幽
。
。
N
下
弓
。
（
践
め
）
　
　
　
幽
。
。
心
ぴ
二
二
£
（
本
の
事
）

　
　
お
O
零
敗
。
（
神
の
）
　
　
お
邨
ロ
墜
§
。
暑
。
（
家
の
も
の
を
〉
　
お

“
3
≧
。
〈
本
の
）
　
　
お
刈
段
無
難
①
（
家
の
入
に
）
　
　
＄
。
。
斧
鶏
巳

コ
コ
。
（
道
人
の
）
　
訟
N
h
。
無
熱
簿
（
本
の
事
）
　
　
O
怠
碧
。
一
士
ぎ
伸
（
あ

の
衆
の
事
）
　
頓
＄
｛
§
琴
隔
¢
（
本
の
入
は
）
　
　
器
り
楠
§
コ
鼠
♂
（
本
の
人

はに
）　　）

一
α
甘
琴

の
株
）

の
V

序
文
惹
惹
ざ
ぎ
。
（
か
ら
く
り
の
〉

O
O
一
h
。
暮
鼠
鐙
（
本
の
人
は
V
　
　
㎝
O
心
畠
。
冒
。
ぎ
鑓
　
（
同
士
の
事

。応

鼈
黹
R
罵
§
ぎ
（
日
本
の
＞

　
　
　
　
　
　
B

（
家
の
）
　
　
c
。
“
っ
κ
ぎ
9
（
木
の
）
　
、
＝
O
π
ぎ
8
暑
墨
（
木

　
　
δ
N
醒
雪
。
壁
高
（
手
の
）
　
　
　
　
お
刈
冨
き
m
9
黒
（
家

　
ミ
①
。
琴
（
王
の
）
　
　
q
g
。
O
h
§
a
。
惹
ぎ
一
（
風
の
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵩
O
　
盈
留
ぎ
。
（
左
の
）

　
右
の
例
を
通
覧
し
て
先
ず
わ
か
る
事
は
、
（
1
）
は
助
詞
「
謬
」
に
前
接
す

る
単
語
の
語
末
が
母
音
に
限
ら
れ
て
お
り
、
（
2
）
は
£
の
例
を
除
外
す
れ
ば

「
コ
。
」
に
前
接
す
る
単
語
の
語
末
が
子
音
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

（
2
）
の
B
だ
け
が
前
接
す
る
単
語
の
語
末
が
母
音
で
あ
り
な
が
ら
、
「
コ
。
』

と
な
っ
て
い
る
の
が
例
外
的
で
あ
る
。
、
こ
の
（
2
）
一
B
を
一
応
例
外
と
し
て

除
い
て
お
く
と
、
・
前
王
の
単
語
の
語
末
の
違
い
に
よ
る
「
コ
」
と
「
コ
。
」
の
使

い
分
け
が
極
め
て
規
則
的
に
現
れ
て
お
り
、
例
外
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
良
い

状
況
を
指
摘
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
方
面
、
例
外
が
全
く
な
い
と
い
う
事
は
か
え
っ
て
表
記
的
な
規
剣

で
あ
っ
た
と
い
う
疑
い
も
生
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
の
筆
者
は
ロ
シ
ア

語
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
ロ
シ
ア

語
に
は
子
音
の
連
続
を
嫌
う
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
て
、
そ
の
傾
向
が
日
本
語
の

転
写
の
場
合
に
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
｛
2
）
一
B
の
例
外
に
つ
い
て
は
後
で
説
明
す
る

と
し
て
も
、
こ
の
「
コ
』
と
「
琴
』
の
書
き
分
け
が
果
た
し
て
表
記
的
な
規
鋼

以
外
の
・
日
本
語
の
、
更
に
眼
減
し
て
い
え
ば
薩
隅
方
言
の
実
際
の
言
語
と
関

係
あ
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
事
が
確
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
上
で
、
こ
の
事
象
を
現
在
の
薩
隅
方
言
と
比
較
し
た
り
、
地
方
の
方

言
史
に
位
置
付
け
た
レ
・
と
い
う
よ
う
な
諸
々
の
事
が
血
肥
対
象
と
し
て
挙
が

っ
て
く
る
と
い
う
事
に
な
ろ
う
か
。

　
「
ロ
」
之
「
琴
』
が
出
現
す
る
分
布
の
条
件
は
右
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る

が
、
「
コ
』
と
「
コ
。
』
に
前
接
す
る
単
語
の
語
末
が
母
音
の
も
の
と
子
音
の
も

の
と
が
あ
る
と
い
う
事
は
ど
う
い
う
事
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
更
に
「
コ
」
と
「
コ
。
」
に
前
接
す
る
単
語
く
前
掲
の
（
！
）
（
2
）

）
を
通
覧
し
て
み
る
ど
、
ぎ
」
に
前
接
す
る
単
語
の
末
尾
は
「
1
卸
り
一
O
層
一
Φ
」

の
母
音
を
有
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
事
に
気
が
つ
く
の
で
あ
る
。
下
線
を

施
し
た
「
欝
の
餅
鼻
島
（
中
の
事
V
』
だ
け
が
「
二
」
母
音
を
有
し
て
い
て

例
外
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
つ
い
て
は
三
飾
で
述
べ
る
。
一
方
、
「
コ
。
』

に
前
接
す
る
単
語
の
末
尾
は
既
述
の
と
お
り
子
審
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
・
更
に
そ
の
単
語
を
通
覧
し
て
み
る
と
そ
れ
ら
は
譜
末
に
「
一
㌍
量
。
・
星
¢
』

以
外
の
母
音
乃
至
は
搬
音
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
単
語
で
あ
る
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よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
資
料
に
よ
っ
て
こ
れ
を
具
体
的
に
纏
め
て
お
く
と
、

「
冨
O
」
が
接
続
す
る
の
は
も
と
も
と
、
①
キ
・
ギ
・
シ
・
チ
の
語
尾
を
有
し
て

い
た
語
の
後
に
続
く
と
き
、
②
ク
・
グ
・
ス
・
ル
の
語
尾
を
有
し
て
い
た
語
の

後
に
続
く
と
き
、
③
機
音
を
語
尾
に
有
し
て
い
た
語
に
続
く
と
き
、
と
い
う
事

に
な
る
。

　
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
事
は
、
銑
に
村
山
七
郎
野
比
も
指
摘
拳
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
　
『
日
本
語
会
話
入
門
亀
を
初
め
と
す
る
ゴ
ン
ザ
の
諸
著
作
に
お
い
て

は
①
②
の
条
件
を
有
す
る
単
語
は
全
て
語
末
の
母
音
が
無
声
化
し
て
い
る
と
い

う
事
で
あ
る
。
　
「
冨
O
』
の
前
転
音
が
全
て
子
音
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
実
は
前

接
音
の
母
音
が
無
声
化
し
、
「
そ
の
結
果
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
無
声
化
し
た

音
節
或
い
は
吃
音
に
接
続
す
る
場
合
に
は
助
詞
の
「
の
」
は
搬
音
化
せ
ず
、
無

声
化
し
な
い
音
節
に
接
続
す
る
場
合
に
は
「
の
」
は
搬
音
化
す
る
と
い
う
事
に

な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
助
詞
「
の
」
が
、
前
接
す
る
単
語
の
語
末
に
よ
っ
て
「
琴
」
で
出
現
し
た
り

「
コ
」
で
出
現
し
た
り
す
る
現
象
に
う
い
て
は
概
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
又
、

一
方
（
2
）
i
B
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
（
2
＞
一
B
の
例
を
み
る
と
、

　
　
　
冨
（
家
〉
・
＝
（
木
）
・
鰹
（
手
）
・
。
（
王
）
・
含
（
符
）

の
よ
う
に
一
字
語
或
い
は
、

　
　
　
訂
惹
巨
一
（
か
ら
く
り
）
・
h
三
巴
　
（
左
）

の
よ
う
に
り
か
ら
転
化
し
た
イ
の
語
宋
を
有
す
る
語
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
前
者
の
場
合
、
ご
雪
」
（
家
の
〉
・
「
π
ぎ
』
〈
木
の
）
の
よ
う
に
な

る
と
、
「
家
＋
の
」
「
木
＋
の
」
と
い
う
二
語
の
結
合
形
式
で
あ
る
事
が
不
分

明
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、
こ
れ
を
避
け
る
方
向
で
力
が
働
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
の
た
め
に
「
コ
◎
」
が
接
続
す
る
の
で
は
な
か
ろ
ヶ
か
。
後
者
に

つ
い
て
は
柴
田
武
氏
の
よ
う
に
、
二
重
母
音
の
あ
と
の
部
分
（
こ
の
場
合
り
か

ら
転
化
し
た
イ
〉
を
子
音
音
素
＼
』
＼
と
し
て
取
り
扱
っ
た
ほ
う
が
色
々
の
現
象

を
説
明
す
る
の
に
都
合
が
良
い
と
す
る
立
場
が
あ
る
着
。
こ
の
場
合
も
柴
田
氏

の
立
場
に
従
え
ば
、
子
音
終
止
の
語
の
後
に
「
コ
£
が
接
続
す
る
事
と
な
り
、

必
ず
し
も
例
外
と
す
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
（
2
）
i
B

は
一
見
桝
外
的
な
よ
う
で
あ
刀
な
が
ら
、
臼
本
語
の
、
更
に
限
定
す
れ
ば
三
隅

方
言
の
事
情
に
照
ら
し
て
み
る
と
決
し
て
例
外
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
『
日
本
語
会
話
入
門
』
に
出
現
す
る
助
詞
の
「
コ
O
」

と
「
罫
』
の
分
布
は
日
本
語
の
、
更
に
い
え
ば
薩
隅
方
言
に
お
け
る
一
定
の
条

件
に
よ
っ
て
説
明
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
事
は
こ
の
二
種
の
「

の
」
は
薩
隅
方
言
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

単
に
表
記
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事
を
示
し
て
い
る
と
い
う
事
に
な
り
は

し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
こ
れ
は
前
接
語
の
長
さ
と
語
末
音
と
に
大
き
な
関
わ
り
を
持
っ
た
現

象
と
い
え
る
事
と
な
る
。
つ
ま
り
、
前
事
語
が
一
字
語
の
場
合
（
前
掲
（
2
＞

f
B
の
場
合
）
或
い
は
語
末
音
が
子
音
で
あ
る
場
合
（
前
掲
①
②
③
の
場
合
）

或
い
は
二
重
母
音
の
あ
と
の
部
分
で
あ
る
場
合
（
前
掲
（
2
）
一
B
の
場
合
）

に
は
「
言
」
が
接
続
し
、
語
末
音
が
母
音
で
あ
る
場
合
（
前
掲
（
1
＞
の
場
合
）

に
は
「
ロ
』
が
接
続
す
る
と
い
う
現
象
な
の
で
あ
る
。
但
し
『
日
本
語
会
話
入

門
』
に
出
て
く
る
語
彙
量
は
そ
れ
程
大
き
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
前
掲
①
②

③
以
外
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
そ
こ
で
ゴ
ン
ザ
の
他
の
薯
作
一
特
に
語
彙
量
の
多
い
『
新
ス
ラ
ブ

鮎
日
本
語
辞
典
』
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
よ
う
。
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三

『
新
ス
ラ
ブ
・
臼
本
語
辞
典
』
の
場
合
と
助
詞
「
の
」
の

搬
音
化
の
条
件

　
村
山
七
郎
氏
に
よ
る
『
新
ス
ラ
ブ
日
本
語
辞
典
』
董
の
転
写
方
法
に
よ
れ
ば

『
ぎ
』
は
「
ノ
」
で
「
コ
」
は
「
ン
』
で
転
写
さ
れ
る
。
そ
こ
で
先
ず
「
ノ
」

が
接
続
す
る
単
語
の
語
末
音
を
数
値
に
纏
め
で
示
す
。

　
　
　
　
　
…
藻
雛
肇
　
紅
炉
続
選
打
㎜
議
鑛
譲
譲
繋
難
　
鷺
溝
前
羅
…
　

㌣
静
3
4
鉱
9
ー
ザ
5
鉱
8
・
奏
§

幽
6
！
斡
3
1
、
一
弊
5

0
一
争
2
一
鼻
9
卦
－
！
み
圭
－
艶
2
6

7
一
廊
1
4
払
2
2
1
乎

O
ー
ト
ー
3

0
…
ン
9
7

0
ー
イ
（
〈
ユ
）
2
　
ー
イ
（
〈
り
）
4
一

　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
イ
ェ
ウ
レ
イ
ノ
（
エ
ヴ
レ
イ
の
）
1

㊥
ナ
カ
ノ
（
中
の
Y
一
　
ワ
タ
ノ
（
綿
の
）
工

麹
フ
ォ
ド
ケ
ノ
（
仏
の
）
6
　
カ
ネ
ノ
（
金
の
）
1

面
カ
テ
ッ
ボ
ノ
（
片
一
方
の
＞
1

以
上
の
よ
う
に
①
知
．
門
辺
・
乎
　
。
ム
。

末
の
イ
母
音
が
無
声
化
し
た
も
の
・
②
争
外
回
●
蓼

　
ム

…
ニ
ー
3
　
一

　
ム
　
　
　
陣
ム

…
フ
4

　
　
　
　
ー
ブ

テ
オ
イ
ノ
（
手
負
い
の
＞
1

ナ
マ
ノ
＼
（
生
の
）
一

　
　
ヤ
マ
メ
ノ
（
病
の
V
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
升
・
二
・
ビ
ニ
ミ
刃
輿
の
よ
う
に
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
弘
郵
貯

・
掴
・
ヵ
の
よ
う
に
藷
末
の
ウ
母
音
が
無
声
化
し
た
も
の
、
③
ン
、
④
二
重
恐

音
の
あ
と
の
部
分
の
イ
（
〈
ユ
・
〈
リ
を
含
む
）
、
に
は
「
ノ
」
が
後
接
す
る

の
で
あ
る
つ
こ
れ
は
前
接
で
導
き
出
し
た
結
果
と
一
致
し
、
具
体
倒
を
補
う
も

の
と
し
て
位
置
付
け
る
事
が
出
来
よ
う
。
遇
ー
ト
」
が
例
外
的
な
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
『
新
ス
ラ
ブ
・
日
本
語
辞
典
』
の
表
記
の

方
針
が
「
…
i
噌
」
を
「
一
i
ト
」
で
転
写
す
る
と
い
う
事
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
母
音
の
無
声
化
し
た
音
引
を
表
し
て
い
る
事
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
麹
印
に
よ
っ
て
示
し
た
よ
う
に
若
干
の
例
外
が
な
い
で
は
な
い
。

「
ナ
カ
（
申
）
」
の
よ
う
に
ア
母
音
の
語
尾
・
「
フ
ォ
ド
ケ
（
仏
）
」
の
よ
う

に
工
母
音
の
語
尾
・
「
カ
テ
ッ
ポ
』
の
よ
う
に
オ
母
音
の
謡
尾
に
「
ノ
」
が
付

い
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
占
め
る
割
合
は
一
N
／
欝

ω
《
N
●
ω
㌫
）
に
過
ぎ
ず
、
全
体
に
及
ぼ
す
例
外
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　
次
に
「
ン
』
が
接
続
す
る
単
語
の
語
末
音
を
纏
め
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

　
　
　
　
羅
…
嚢
麟
灘
難
～
難
続
雛
…
叢
．
蟹
諮
…
繊
譲
難
灘
｝
襲
覆
…
一
崇
三
三

O
ー
カ
ー
7
　
ー
ガ
ー
　
i
サ
ー
ユ
　
！
ザ
ー
　
ー
タ
2
8
　
ー
ダ
9
　
…
ナ

　
一
3
　
ー
フ
ァ
5
…
バ
ー
4
ー
マ
2
4
ー
ヤ
3
　
ー
ラ
2
8
ー
ワ

　
一
4
i
シ
ャ
5
ー
ジ
ャ
3
ー
ク
ワ
2
4
パ
5

0
ー
ケ
2
5
ー
ゲ
4
ー
テ
ー
ー
デ
3
ー
ネ
2
0
…
べ
7
ー
メ
2

　
1
　
ー
イ
エ
2
9
　
i
レ
ー
4
　
ー
シ
ェ
7
　
！
ジ
ェ
3
　
ー
チ
ェ
2
　
一

　
ウ
ェ
3

0
ー
コ
ー
8
　
；
ゴ
ー
6
．
ー
ソ
3
　
！
ト
ー
4
4
　
ー
ド
9
　
ー
ノ
ー
1

　
ー
フ
オ
2
　
i
ポ
ー
　
ー
モ
ー
1
　
ー
ヨ
5
　
…
ロ
3
2
　
ー
シ
ョ
ー
1

　
ー
ジ
ョ
ー
i
ギ
ョ
2
ー
ヲ
ー
9

愚
チ
チ
ン
㍗
〈
乳
の
と
）
一
　
フ
タ
ヂ
ン
〈
二
爺
の
）
一
　
ワ
拠
カ
タ
ク
払
ン

　
（
悪
い
た
く
み
の
）
1

⑭
ソ
拓
ウ
ィ
ン
ト
（
続
飯
の
）
一
　
フ
ァ
ラ
グ
ル
イ
ン
（
腹
狂
い
の
）
1

④
ツ
ン
ブ
ン
（
つ
ん
ぼ
の
）
2
　
コ
シ
ュ
ン
（
胡
椒
の
）
一
　
キ
ニ
ュ
ン
（
昨

　
日
の
）
一
　
キ
ュ
ン
（
今
日
の
＞
一
　
チ
ェ
ッ
プ
ン
（
鉄
砲
の
）
2

⑤
ト
ト
ゥ
ン
（
小
児
の
）
2
　
イ
ェ
ン
ト
ゥ
ン
（
遠
島
の
）
1

＠
ジ
ュ
ン
（
自
由
の
）
一
　
ゴ
ン
シ
ュ
ノ
（
ご
ん
し
ゅ
の
）
一
　
シ
ュ
ン
（
朱

　
の
）
一
　
サ
ン
ジ
ュ
ン
（
三
十
の
＞
2
　
ニ
ジ
ュ
ン
（
二
十
の
）
一
　
フ
ァ

　
チ
ジ
ュ
ン
（
八
十
の
）
一
　
ロ
ク
ジ
ュ
ン
（
六
十
の
）
一
　
チ
ュ
ン
（
中
の
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＞
3

　
こ
こ
に
お
い
て
も
前
簸
で
導
き
笛
し
た
条
件
を
確
認
す
る
事
が
出
来
る
。
し

か
し
・
、
一
方
で
麹
印
で
示
し
た
よ
う
に
例
外
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
チ
チ
（

乳
）
」
の
よ
う
に
面
心
が
イ
母
音
で
あ
り
な
が
ら
、
「
ン
』
が
後
接
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
畠
印
の
つ
い
か
例
の
う
ち
・
『
ワ
桝
カ
タ
ク
・
ジ
（
悪
か
た
く
み
の
）

』
を
除
け
ば
、
全
て
「
ン
」
の
高
接
音
に
母
音
の
無
声
化
が
生
じ
て
い
な
い
語

な
の
で
あ
る
。
藷
末
母
音
の
無
声
化
が
生
じ
て
い
な
い
語
に
限
っ
て
は
「
ン
』

が
後
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
タ
ク
鄭
ン
」
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら

も
必
ず
し
も
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
条
件
に
反
す
る
例
と
は
言
い
難
い
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
何
故
こ
の
よ
う
な
語
に
は
母
音
の
無
声
化
が
生

じ
な
か
っ
た
か
と
い
う
問
題
の
ほ
う
が
難
し
い
と
書
え
る
か
脇
し
れ
な
い
。

　
「
ツ
ン
ブ
（
聾
〉
」
は
「
バ
ウ
（
坊
）
？
〉
承
ウ
〉
プ
ゥ
」
と
い
う
変
化
が

生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
コ
シ
ュ
（
胡
　
）
」
も
「
コ
シ
ョ
ウ
〉
コ
シ
、
ユ

ウ
」
と
い
う
変
化
が
想
定
出
来
る
。
『
キ
ニ
ュ
」
「
キ
ュ
」
も
同
様
の
変
化
が

考
え
ら
れ
る
。
上
村
孝
二
氏
は
「
チ
ェ
ッ
プ
（
鉄
砲
）
、
」
を
開
合
の
あ
わ
な
い

例
と
さ
れ
て
い
る
迷
が
、
「
砲
』
字
は
効
韻
所
属
字
で
「
ー
ア
ウ
」
が
期
待
さ

れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
又
、
現
在
も
開
合
の
区
別
を
失
っ
て
い
な
い
新
潟
県
方

言
に
お
い
て
も
「
鉄
砲
』
は
開
音
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
透
。
こ
う
し

て
み
る
と
「
テ
ッ
パ
ウ
〉
テ
ッ
ポ
ウ
〉
テ
ッ
プ
ウ
」
と
い
う
変
化
を
遺
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
「
バ
ウ
（
坊
）
』
と
同
じ
よ
う
に
開
音
か
ら
オ
段
拗
長

音
を
経
て
更
に
ウ
段
拗
長
音
に
変
化
し
て
い
る
、
共
に
唇
音
で
あ
る
と
い
う
事

と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
に
つ
い
て
は
、
酒
樽
拗
長
音
か
ら
（
一
部
開
音
か
ら
？
）
ウ
段
拗
長
音

へ
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
文
字
の
表
記
に
雑
現
れ
て
い
な
い
が
実
は

長
音
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
故
に
、
或

い
は
か
つ
て
そ
う
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
母
音
の
無
声
化
が
生
じ
て
い
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
少
な
く
と
も
形
態
音
韻
論
的
に
は
長
音

は
独
立
の
単
位
を
形
成
し
て
い
た
と
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
如
何

で
あ
ろ
う
礎
。

　
又
、
「
ウ
ィ
」
の
場
合
に
は
語
末
母
音
の
無
声
化
が
生
じ
て
い
な
い
の
で
あ

る
が
、
『
新
ス
ラ
ブ
・
日
本
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
中
舌
母
音
の
「
I
b
」

を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
二
重
母
音
の
あ
と
の
部
分
と
す
る
の
は
適
当

で
は
な
い
。
二
重
母
音
が
融
合
し
て
し
ま
っ
て
い
て
一
つ
の
単
位
に
変
化
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
．
そ
れ
故
に
母
音
が
無
声
化
し
て
い
な
い
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
ト
ト
ゥ
（
小
児
）
」
「
イ
ェ
ン
ト
ゥ
（
遠
島
）
」
は
恐
ら
く
「
一
門
望
」
を
転

写
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
脚
」
と
は
別
の
音
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
分
か
ら
な
い
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
「
（
島
）
タ
ウ
〉
ト
ウ
〉
ト
ゥ
』
の

変
化
を
想
・
足
手
来
る
。
こ
れ
ら
も
ロ
シ
ア
文
字
の
表
記
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な

い
が
、
長
音
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
更
に
、
語
末
の
「
シ
ュ
』
「
ジ
ュ
」
「
チ
ュ
』
も
、
前
述
の
よ
う
に
弧
シ
ア

文
字
の
表
記
に
は
現
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
長
音
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が

相
当
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
故
に
母
音
の
無
声
化
が
生
じ
な
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
節
で
例
外
と
し
た
「
欝
の
熟
思
£
　
（
中
の
事
）
』

も
同
様
に
考
え
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
フ
タ
ヂ
（
二
爺
）
」
も
「
ヂ

ー
」
と
い
う
長
音
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
故
母
音
の
無
声
化
が
生
じ

な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
チ
チ
（
乳
）
」
に
何
故
語
末
の
母
音
の
無
声
化
が
生
じ
な
か
っ
た
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
良
く
分
か
ら
な
い
道
。

　
し
か
し
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
例
外
と
考
え
ら
れ
た
例
の
中
で
、

前
節
で
得
ら
れ
た
条
件
を
理
由
な
く
破
っ
て
い
る
真
の
例
外
と
呼
べ
る
も
の
は

「
タ
ク
鄭
ン
』
の
み
で
あ
る
。
　
「
タ
ク
鄭
」
の
み
が
語
末
母
音
の
無
声
化
が
生

じ
て
い
な
が
ら
「
ン
」
が
後
接
す
る
唯
二
・
の
例
外
と
い
う
事
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
み
る
と
全
体
に
対
す
る
異
例
の
割
合
は
一
＼
m
ω
ω
　
（
O
』
㌫
）
で
あ
り
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極
め
て
低
率
で
あ
る
と
い
え
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
・

　
次
に
一
字
語
の
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
護
霧
…
騒
覆
捜
続
回
議
糞
語
纏
鍵
　
　
霧
語
…
麟
　
繍

O
カ
ー

O
キ
9

0
ス
ー

O
ケ
4

0
オ
5

フ
ァ
3
　
マ
ー
　
チ
ャ
2

ジ
2
　
チ
3
　
ニ
ー
　
フ
ィ
8
　
ミ
4
　
シ
3

フ
5
　
シ
ュ
ー

ネ
ー
　
フ
ェ
ー
　
メ
4
　
イ
ェ
ー
3
チ
ェ
4

ゾ
ー
　
フ
ォ
ー
ジ
ョ
ー

　
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
一
字
語
に
は
「
ノ
」
が
後
接
す
る
と
い
え
る
。
一
方
、

次
の
よ
う
な
例
外
も
存
在
す
る
。

　
　
　
蹴
麺
…
慧
臨
空
灘
擾
続
墾
叢
．
蟹
誕
　
嚢
…
二
部
睡
…
饗
　

⑱
ガ
ン
（
鵡
の
）
一
　
ナ
ン
（
名
の
）
2
　
ナ
ン
（
菜
の
）
一
　
ケ
ン
（
毛
の

　
V
一
　
ネ
ン
（
値
の
）
一
　
シ
ェ
ン
（
背
の
）
一
　
オ
ン
（
麻
の
V
一
　
オ
、

　
ン
（
王
の
）
エ
ゾ
ン
（
象
の
）
1

　
こ
れ
ら
に
は
何
故
「
ン
」
が
後
接
す
る
の
か
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
良
く
分

か
ら
な
い
。
た
だ
「
オ
（
王
〉
」
や
「
ゾ
（
象
V
」
は
ぼ
シ
ア
文
字
の
表
記
に

は
現
れ
て
い
な
い
が
長
音
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
一
字
語
と
し
て
処
理
し

て
良
い
か
ど
う
か
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
二
例
を
除
い
た

と
し
て
も
異
例
の
率
は
。
。
＼
。
。
り
（
。
⊃
．
O
㌫
〉
で
、
他
の
場
合
に
比
較
す
る
と
や
や

高
め
で
あ
る
。

　
前
簾
で
一
字
語
に
「
ノ
」
が
っ
く
と
い
う
の
は
、
二
語
の
結
合
形
式
で
あ
る

と
い
う
事
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
力
が
働
い
た
た
め
な
の
で
は
な
い
か
と
推

定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
カ
は
、
無
声
化
し
な
い
語
末
に
は
「
ン
」
が
付
く
と
い

う
力
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
．
異
な
る
方
向
に
働
く
二
つ
の
カ
の
間
で
「
ゆ

れ
」
が
存
在
す
る
事
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
が
こ
の
や
や
高
め
の
数
値
に
表
れ

た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
湾
。
し
か
し
、
一
字
語
に
は
「
ノ
」
が
接
続
す
る
と

い
う
傾
向
そ
の
も
の
に
は
抵
触
す
る
と
は
い
え
そ
う
に
な
い
ど
思
わ
れ
る
。

四

現
在
の
九
州
諸
方
言
に
お
け
る
助
詞
「
の
」
の
嬢
音
化

　
　
　
　
一
『
全
国
方
言
資
料
　
九
州
編
』
か
ら
一

　
以
上
、
　
『
日
本
語
会
話
入
門
』
と
『
薪
ス
ラ
ブ
・
日
本
語
辞
典
』
に
よ
っ
て

知
る
事
が
出
来
た
助
詞
「
の
』
の
三
音
化
と
非
三
音
化
の
条
件
を
纏
め
て
お
こ

う
。　

助
詞
「
の
』
が
機
音
化
し
て
「
ン
」
と
な
る
の
は
、
語
末
に
母
音
の
あ
る
語

（
二
重
母
音
を
除
く
。
長
音
は
含
む
）
に
接
続
す
る
場
合
で
あ
る
．
そ
し
て
嬢

音
化
せ
ず
「
ノ
」
の
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
一
字
語
或
い
は
語
末
の
母
音
が
無
声

化
し
た
も
の
（
①
払
・
恥
・
艶
・
淡
・
郵
・
ユ
・
ホ
・
卒
・
い
／
②
加
・
外
・

漏
・
寿
・
脚
・
弘
・
秀
・
却
・
炉
・
ヵ
〉
や
語
末
が
搬
音
で
あ
る
語
に
接
続
す

る
場
合
、
と
い
う
事
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
語
末
母
音
の
無
声
化
な
ど
に
よ
っ

て
助
詞
「
の
」
の
搬
凶
刃
が
条
件
付
け
さ
れ
る
と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
規
遡
的
な
助
詞
の
「
の
」
の
総
…
音
化
は
、
語
末
母
音
の
無
声
化
な
ど
が
生

じ
て
以
降
に
発
生
し
た
現
象
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
で
は
現
在
の
鹿
児
島
方
言
に
お
い
て
は
、
助
詞
「
の
」
の
三
音
化
は
ど

の
よ
う
な
状
況
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
手
近
な
と
こ
ろ
で
『
全
国
方

言
資
料
　
九
州
編
』
遷
に
収
録
さ
れ
て
い
る
鹿
児
島
市
方
言
の
場
合
に
つ
い
て

調
査
し
て
み
る
ど
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

自
由
会
話
1

自
由
会
話
2

あ
い
さ
つ

コ
ノ
ヘ
ン
（
辺
）
・
ム
カ
ッ
（
昔
〉
・
イ
ワ
シ
（
鰯
）
・
ス
イ

レ
ン
（
睡
蓮
）
イ
ッ
キ
ヨ
イ
（
勢
い
〉

ゴ
ガ
ッ
（
五
月
）
・
シ
ン
（
新
訂
）
・
ア
ッ
マ
ッ
（
あ
く
ま
き

）
2
・
㊧
ハ
ナ
（
花
〉

ア
ッ
（
明
日
）
・
ヨ
（
夜
〉
・
カ
ル
カ
ン
（
軽
糞
）
・
ア
ッ
ス

（
明
日
〉
・
マ
イ
ニ
ッ
（
毎
日
）
・
ニ
ン
ゲ
ン
（
入
間
）
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自
由
会
話
1
　
麟
ト
チ
（
土
地
）
・
ヤ
ド
〈
宿
〉
・
オ
ト
コ
（
男
）
・
シ
ョ
チ

　
　
　
　
　
　
ュ
（
焼
酎
V
／

自
由
会
話
2
一
　
イ
マ
（
今
V
2
・
ヤ
ド
（
宿
〉
・
轡
ウ
メ
ズ
（
梅
酢
）
2
・
ン

　
　
　
　
　
　
メ
（
梅
）
・
モ
モ
（
桃
）

あ
い
さ
つ
　
ア
シ
タ
（
明
日
）
3
．
ア
ヒ
タ
（
明
日
）
毒
セ
ン
プ
f
キ
（

　
　
　
　
　
　
扇
風
機
）
・
ホ
カ
（
他
〉

　
ゴ
ン
ザ
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
面
な
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
・
萄
印
を
附

し
た
語
は
ゴ
ン
ザ
の
条
件
に
お
い
て
は
例
外
と
な
っ
て
し
ま
う
語
で
あ
る
。
ゴ

ン
ザ
の
諸
著
作
が
薩
隅
方
言
の
ど
の
地
域
の
方
言
を
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う

事
に
関
し
て
は
具
体
的
に
は
未
だ
特
定
出
来
て
い
な
い
来
垢
の
で
、
現
代
の
鹿
児

島
市
方
言
と
比
較
し
て
安
易
に
結
論
を
導
き
出
す
事
に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
ゴ
ン
ザ
の
諸
著
作
の
場
合
、
異
例
の
割
合
が
極
め
て
低
い
の
に

対
し
、
現
代
諸
方
言
の
場
合
異
例
の
率
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
鹿
児
島
市

方
言
な
ど
は
共
通
語
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
は
は
っ
き
り
し
て
い
た

助
詞
「
の
』
の
撞
音
化
が
次
第
に
乱
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
或
い
は
『
全
国
方
言
資
料
』
に
擦
用
さ
れ
て
い
る
鹿
児
島
市
方
言
の
話
し

手
が
「
旧
申
級
士
族
笛
の
入
た
ち
」
来
”
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
、
ゴ
ン
ザ
は
「
舵

手
の
息
子
」
透
で
あ
る
。
こ
の
間
の
社
会
的
な
位
相
差
が
見
ら
れ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
そ
れ
で
は
前
飾
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
形
態
音
韻
論
的
な
助
詞
「
の
」

の
出
現
の
仕
方
は
、
九
州
方
言
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
『
全
国
方
言
資
料
　
九
州
編
』
の
「
自
由
会
話
』
を
対
象
に
助
詞
「
の
」
の

形
態
を
纏
め
る
と
表
［
1
］
・
［
2
］
の
よ
う
に
な
る
蓄
（
地
点
は
①
～
⑯
と

し
て
示
し
た
。
①
福
岡
県
福
岡
市
博
多
、
②
福
岡
県
三
井
郡
善
導
寺
町
、
③
福

岡
県
築
上
郡
岩
屋
村
鳥
井
畑
、
④
佐
賀
県
佐
賀
郡
久
保
泉
村
川
久
保
、
⑤
佐
賀

県
東
松
浦
郡
有
浦
村
、
⑥
長
崎
県
南
高
来
郡
有
家
村
、
⑦
長
崎
県
北
松
浦
郡
申

野
村
、
⑧
熊
本
県
熊
本
市
申
聴
入
町
、
⑨
無
本
県
上
四
域
郡
浜
町
、
⑩
大
分
県

大
分
郡
西
庄
内
村
、
⑪
大
分
県
南
海
郡
郡
上
野
村
、
⑫
宮
崎
県
日
南
市
簸
肥
町
、

⑬
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
南
方
村
、
⑭
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
、
⑮
鹿
児
島
県
枕
崎
市

鹿
籠
、
⑯
鹿
児
島
県
肝
馬
郡
高
山
町
麓
）
・
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表［1］　　fノ」の形式の前接語の末尾音　　表［23　「ン」の形式の前接語の末尾音

ウ

1

2

イ

三

1

1

5
1
1

三

語
拍
一

1

重
立
ニ
ミ

1

1

1

オ

1

1

5

で
i
　
　
－

r
O
　
r
∂－
　
　
1

4

0
0
　
望
三

鐙

1
　
9
乙
？
ん
　
9
ム

4

2

ヱ

3

1

1

1

1

1

5

言
■
　
　
睾
ユ

2

1

5

9
ゐ
　
リ
ム

ア

4
　
7
‘

4
　
5

3

径
　
0
り

1

塁
　
0
0
2

童
三
　
〔
0

【
∂
　
4

3

9
ぬ
　
4

2

ワ
幽
　
4

η
0
　
【
り

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑮

オ

1
　
5

1

雪
■
　
0
δ

1

1

1

1

1

工

3

1

2

1

1

ア

魔
U
　
3

2

1

ρ
0
　
ハ
0

1

1

1

1

1

語
拍
一

1

1

1
　
　
2
ζ
U
　
り
乙

り
ゐ
　
2
5

1

2
　
　
1

豆

1

1

1

重
立
ニ
ミ

2

4
　
で
ー

3

幻
）
■
曳
　
　
！
曳
9
ム
　
て
■
り
ム
　
ー
」

ヘ
ノ
　
　
）
億
⑰
望
⊥
　
　
ー
ユ
ー
　
　
－

ウ

1
　
　
1
三

4
　
ー
エ

2

2

望
ユ
　
ワ
5

1
　
2－　
　
で
↓

1

1

2

1

イ

8
　
ぐ
U
2
　
リ
ム

ワ
臼
　
4

？
8
　
　
　
4
9
幽
　
「
0

5

3
　
ワ
4
4
　
？
幽

5

5
　
1
4
　
1
3
　
111

W

1

1

麿
ム
　
　
ー
工

ン

リ
ム
　
ー

1
　
　
1

2

1
　
1
　
4
7

6
　
り
乙

1

7
5
　
勾
0

3
　
3
ワ
8
　
13
　
の
乙

6

4
　
り
ゆ

3
　
1
瓦

4
　
24

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯
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用
例
数
が
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
の
で
、
断
定
的
な
事
は
言
え
な
い
の
で
あ

る
が
、
表
［
1
］
・
【
2
］
に
よ
る
と
先
ず
①
・
⑦
の
地
域
は
助
詞
「
の
』
は

「
ノ
』
に
統
一
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
全
く
二
段
が
な
い
．
⑪
の
地
域
で
ば

「
ン
』
が
多
く
用
い
ら
れ
こ
こ
に
も
区
別
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
十
分
な

調
査
を
実
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
安
易
な
断
定
は
避
け
る
べ
き
な
の

で
あ
ろ
う
が
、
区
別
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
地
域
は
九
州
北
部
で
あ
る
と
い

う
点
は
注
目
し
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
薩
隅
方
言
と
同

様
の
助
詞
「
の
」
の
霰
音
化
と
い
う
現
象
は
、
琉
球
方
言
に
お
い
て
は
見
ら
れ

な
い
現
象
な
の
で
縁
な
か
ろ
う
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
硝
。
、
つ
ま
り
、
九
弼
の

北
部
と
南
部
に
お
い
て
「
ノ
」
　
「
ン
』
の
使
い
分
け
が
な
い
と
い
う
事
は
、
や

は
り
こ
の
事
象
が
独
自
に
新
し
く
成
立
し
た
も
の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

事
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
特
定
は
出
来

な
い
も
の
の
先
に
推
定
し
た
よ
う
に
、
や
は
り
語
末
母
音
の
無
声
化
が
生
O
て

以
降
の
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
先
行
す
る
語
末
音
に
よ
っ
て
の
整
然

と
し
た
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

は
痕
跡
す
ら
な
い
の
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
使

い
分
け
は
あ
り
そ
う
だ
が
、
例
外
も
あ
る
と
い
う
状
況
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

語
末
母
音
の
無
声
化
が
活
発
な
地
域
で
共
通
語
の
影
響
が
少
な
い
地
域
で
は
、

前
述
の
形
態
音
韻
論
的
な
助
詞
『
の
』
の
風
音
化
と
い
う
現
象
が
存
在
す
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
語
末
母
音
の
無
声
化
が
地
域
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
っ
た
り
必
沸
共
通
語
の
影
響
が
あ
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
無
声
化
と

助
詞
「
の
」
の
擬
音
化
と
の
関
連
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
態
音
韻
論
的
な
観
点
か
ら
助
詞
「
の
」
の
形
式
の
出

現
の
仕
方
を
調
査
す
る
と
い
う
事
は
、
必
ず
し
も
方
言
調
査
の
重
要
落
選
で
は

な
か
っ
た
と
み
え
て
、
各
地
で
調
査
さ
れ
る
と
い
う
事
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
小
野
志
真
男
並
の
佐
賀
方
言
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
報
告
透
、

　
　
ノ
は
先
行
語
の
糊
約
が
な
け
れ
ば
合
音
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
ア
メ
ン
プ

　
　
イ
ヨ
ッ
（
雨
が
降
っ
て
い
る
）
ρ
先
行
語
の
語
尾
音
が
擾
音
・
連
母
音
・

　
　
長
母
音
の
場
合
や
、
先
行
語
が
一
拍
語
で
あ
れ
ば
擬
音
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
イ
ン
ノ
キ
タ
（
犬
が
来
た
）
・
ト
イ
ノ
ト
ビ
ヨ
ッ
（
鳥
が
と
ん
で
い
る
〉

　
　
・
ヒ
ャ
ー
ノ
オ
ッ
（
蝿
が
い
る
V
・
ハ
ノ
イ
タ
カ
（
歯
が
い
た
い
V
。

或
い
は
、
後
藤
和
彦
氏
の
鹿
児
島
県
岡
児
ケ
水
方
言
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
報

告
透
、

　
　
こ
の
方
言
で
は
、
連
体
修
飾
格
を
母
音
で
終
わ
る
語
に
は
写
］
を
、
連

　
　
母
音
の
冒
］
で
お
．
わ
る
語
に
は
［
コ
。
］
を
つ
け
て
提
示
す
る
。

が
霞
に
つ
い
た
く
ら
い
で
あ
る
。

　
助
詞
『
の
』
が
、
O
語
末
母
音
が
無
声
化
し
た
語
に
後
接
す
る
場
合
、
O
長

音
に
後
接
す
る
場
合
、
〇
一
字
語
に
後
接
す
る
場
合
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
り
、
一
致
し

な
か
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
各
地
の
方
言
に
お
け
る
語
宋
音
の
条
件
と
助
詞
『
の
』
の
擾
音

化
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
り
そ
う

だ
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
一
入
皇
紀
初
頭
の
回
転
方
書
に
、
語
末

音
と
助
詞
「
の
』
の
搬
音
化
と
が
一
定
の
条
件
に
よ
っ
て
関
連
し
て
い
た
事
は

明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
う
一

度
現
在
の
方
言
を
見
直
し
て
み
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

五
　
お
わ
り
に

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
方
言
に
お
い
て
共
通
藷
の
影
響
や
他
地
域

と
の
交
流
の
増
大
に
よ
っ
て
不
透
明
に
な
っ
て
き
で
い
る
現
象
が
、
む
し
ろ
過

去
の
文
献
の
ほ
う
に
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
方
言
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
象
に
つ
い
て
は
、

文
献
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
す
れ
ば
、
積
極
的
に
過
去
の
方
言
と
現
在
の
方

言
と
の
相
違
を
記
述
し
て
い
く
事
に
よ
っ
て
、
中
央
藷
に
直
接
つ
な
が
る
言
語

事
象
と
地
域
独
自
で
変
化
し
て
い
く
言
語
事
象
と
が
峻
別
さ
れ
、
申
央
語
史
に

と
っ
て
も
地
域
語
吏
に
と
っ
て
も
一
段
上
位
の
情
報
を
得
る
と
い
う
事
に
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

童蓉査馨

注

例
え
ば
本
稿
の
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
次
の
よ
う
な
発
表
を
し
た

事
が
あ
る
。
「
東
国
文
献
と
し
て
の
「
天
正
狂
言
本
」
ー
ー
動
詞
の
音
便

形
に
つ
い
て
一
』
（
昭
和
六
二
年
九
月
　
司
文
献
探
究
』
第
二
〇
号
）

や
「
「
背
負
う
」
『
担
ぐ
」
等
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
』
（
昭
和
六
三
年
春

季
国
語
学
会
発
表
要
旨
集
）

注
3
引
用
書
に
よ
れ
ば
次
の
著
作
が
あ
る
と
い
う
。
　
「
（
1
）
露
日
語
彙

集
蕊
q
（
2
＞
冒
本
語
会
話
入
男
器
q
　
（
3
）
簡
略
日
本
文
法

笥
ω
c
。
　
（
4
）
薪
ス
ラ
ブ
日
本
語
辞
典
笥
ω
の
～
一
お
G
。
　
（
5
）
友
好

会
話
手
本
集
嵩
器
　
　
（
6
）
O
ひ
冨
』
o
ε
ω
嵩
。
。
㊤
』
。
こ
れ
ら
の
う

ち
、
（
1
）
・
（
2
）
は
注
3
引
用
書
に
、
（
3
V
は
『
文
学
研
究
』
六

六
輯
（
昭
和
四
四
年
九
月
　
九
州
大
学
文
学
部
）
に
、
（
4
）
は
注
9
引

用
書
に
転
写
さ
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
漂
流
氏
の
言
語
』
　
（
昭
和
四
〇
年
四
月
　
村
山
七
郎
践
　
吉
川
弘
文
館

）
に
所
収
。

ロ
シ
ア
語
の
原
文
は
村
払
七
郎
氏
か
ら
貸
与
い
た
だ
い
た
ア
ッ
シ
ュ
。
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
本
の
コ
ピ
ー
に
よ
ゐ
。

峯書券沓

音
韻
に
関
し
て
は
、
、
『
漂
流
民
の
言
質
』
所
収
の
村
山
七
郎
氏
の
解
題
・

柴
田
武
鑑
「
村
山
七
郎
薯
・
「
漂
流
民
の
言
語
ー
ロ
シ
ア
へ
の
漂
流
民

の
方
き
幕
字
的
貢
献
1
』
」
　
（
昭
湘
四
二
年
三
一
月
、
　
『
一
国
語
学
』
ム
ハ
八
）

・
田
尻
英
三
氏
『
1
8
世
紀
前
半
の
薩
隅
方
言
」
（
昭
稲
五
六
年
三
月

『
鹿
大
教
育
学
部
研
究
紀
要
　
人
文
社
会
科
学
論
』
三
二
巻
）
。
ア
ク
セ

ン
ト
に
関
し
て
は
坂
口
至
氏
「
漂
流
民
ゴ
ン
ザ
の
ア
グ
セ
ン
ト
（
上
）
」

「
漂
流
民
ゴ
ン
ザ
の
ア
ク
セ
ン
ト
〈
下
）
」
（
昭
勅
五
八
年
一
二
月
・
昭

覇
五
九
隼
六
月
　
　
『
文
献
探
究
』
一
三
・
一
四
）
・
同
「
漂
流
民
ゴ
ン
ザ

の
ア
ク
セ
ン
ト
ー
追
考
i
」
〈
昭
和
六
〇
・
三
　
『
宮
崎
大
学
教
育

学
部
紀
要
　
人
文
科
学
』
五
七
）
・
同
「
ゴ
ン
ザ
『
新
ス
ラ
ブ
・
日
本
語

辞
典
』
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
（
『
文
献
探
究
』
一
六
　
昭
癩
六
一
年
九
月
）

・
綺
村
弘
文
氏
「
ゴ
ン
ザ
の
ア
ク
セ
ン
ト
・
私
考
」
（
『
文
献
探
究
』
一

五
昭
和
六
〇
年
二
月
）
「
ゴ
ン
ザ
の
ア
ク
セ
ン
ト
・
私
考
続
」
（
『

文
献
探
究
』
一
七
　
昭
和
六
一
年
三
月
〉
が
あ
る
。

倒
示
に
あ
た
っ
て
は
、
ロ
シ
ア
文
字
を
全
て
ロ
ー
マ
字
に
転
写
し
た
形
で

示
す
事
と
し
、
原
本
の
ロ
シ
ア
文
字
は
示
さ
な
い
。
転
写
の
方
法
は
村
山

七
郎
氏
『
漂
流
民
の
言
語
』
に
示
さ
れ
た
方
法
に
従
う
。
用
例
は
原
本
に

附
さ
れ
た
番
号
に
従
っ
て
示
す
。
な
お
原
本
に
あ
る
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
は

省
略
す
る
。

注
3
・
9
引
用
書
解
題
や
注
5
引
用
の
田
尻
英
三
氏
論
文
。

柴
田
武
運
「
鹿
児
島
県
・
揖
宿
郡
頴
娃
町
」
〈
昭
和
三
四
年
二
月
　
　
『

日
本
方
言
の
記
述
的
研
究
』
　
国
立
国
語
紐
究
断
）
に
、
「
＼
匂
＼
は
二
重

母
音
の
あ
と
の
部
分
で
、
た
と
え
ば
、
［
一
§
巴
］
》
一
端
』
＼
（
隣
）
。

こ
れ
は
母
音
音
素
で
な
く
子
音
音
素
と
し
て
扱
う
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
は
…
…
そ
の
前
の
音
素
が
母
音
音
素
な
ら
ば
＼
宝
＼
、
子
音
音
素

な
ら
ば
＼
。
・
卿
＼
と
使
い
分
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
…
…
も
＼
の
あ
と
に
は
＼
⇔
拶
＼

で
な
く
＼
。
。
簑
が
来
る
か
ら
、
≧
＼
は
子
音
音
素
と
見
る
べ
き
だ
」
と
あ
る
。
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蚕適遭透遭糞遣遭播

本
文
申
で
述
べ
る
よ
う
に
ゴ
ン
ザ
の
諸
資
料
に
お
い
て
、
助
詞
の
「
の
」

の
搬
音
化
も
柴
田
践
の
指
摘
さ
れ
る
例
と
平
行
的
な
関
係
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。『

薪
ス
ラ
ブ
・
日
本
語
辞
典
　
ヨ
本
版
』
（
昭
稲
六
〇
年
五
月
村
幽
七

郎
編
協
力
者
井
桁
貞
義
　
輿
水
期
子
　
ナ
ウ
カ
書
店
）

上
村
孝
二
氏
「
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
高
城
村
」
（
昭
麹
三
四
年
一
一
月

『
ヨ
本
方
言
の
記
述
的
研
究
』
二
九
九
頁
国
立
国
語
研
究
所
）

加
藤
正
信
・
大
山
貞
子
『
前
転
娯
方
言
に
お
け
る
「
オ
列
長
音
の
開
合
』
」

（
昭
称
三
二
年
　
　
『
文
化
』
二
一
巻
四
号
　
東
北
大
学
文
学
会
）

い
ず
れ
述
べ
る
機
会
も
あ
ろ
う
が
、
助
詞
「
の
』
が
接
続
す
る
以
外
の
場

合
に
も
形
態
音
韻
論
的
に
は
長
音
を
独
立
し
た
単
位
と
し
て
認
め
た
ほ
う

が
良
い
と
思
わ
れ
る
現
象
が
あ
る
。

片
仮
名
に
転
写
す
る
際
に
「
チ
％
』
「
升
チ
』
と
あ
る
も
の
を
誤
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
ぐ
ら
い
し
か
考
え
つ
か
な
い
。

造
倉
美
穂
氏
の
調
査
（
鹿
児
島
県
肝
罵
郡
亀
良
町
に
お
け
る
〉
に
よ
れ
ば

、
一
段
活
用
系
統
の
一
音
節
語
幹
の
動
詞
に
「
1
や
る
」
を
付
け
た
場

合
、
　
「
ネ
ー
ヤ
ッ
／
ネ
ヤ
ッ
（
寝
や
い
）
』
　
「
キ
ー
ヤ
ッ
／
キ
ヤ
ッ
（
着

や
い
）
」
「
ミ
ー
ヤ
ツ
／
ミ
ヤ
ッ
（
見
や
い
）
』
「
二
ー
ヤ
ツ
／
ニ
ヤ
ッ

（
煮
や
い
）
」
の
よ
う
に
語
幹
を
長
音
化
す
る
場
合
と
語
幹
に
そ
の
ま
ま

接
続
す
る
場
合
と
が
あ
る
と
い
う
ゆ
こ
れ
も
語
幹
保
持
の
カ
が
働
い
た
結

果
、
語
形
に
「
ゆ
れ
」
を
生
じ
て
い
る
例
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
。昭

和
四
一
年
一
一
月
　
二
本
放
送
協
会

田
尻
英
一
二
氏
「
九
娼
弁
の
者
ロ
語
資
料
」
　
（
昭
和
山
ハ
ニ
年
五
月
㎜
　
『
国
血
又
学

解
釈
と
鑑
賞
』
）

『
全
国
方
言
資
料
第
6
巻
　
九
州
編
』
四
三
九
頁
（
昭
駆
四
一
年
一
一

月
日
本
放
送
協
会
）

道着透避

注
3
引
用
書
解
題
。

「
あ
の
」
「
こ
の
」
等
の
代
名
詞
は
調
査
の
対
象
か
ら
省
い
た
。
「
自
由

会
話
」
に
限
っ
た
の
は
自
然
な
発
話
に
お
け
る
状
態
を
知
り
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

『
全
国
方
言
資
料
　
琉
球
編
』
な
ど
に
よ
っ
た
が
、
こ
の
点
、
識
者
の
御

教
示
を
戴
け
れ
ば
幸
い
に
思
う
。

『
国
語
学
辞
典
』
（
昭
和
三
〇
年
八
月
　
国
語
学
会
）
「
無
声
化
」
の
項

目
に
よ
れ
ば
、
「
熊
本
市
方
言
に
お
け
る
母
音
の
無
声
化
は
…
…
語
末
の

＼
一
＼
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
に
は
い
つ
も
、
＼
鐸
＼
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
に
は

時
々
見
ら
れ
る
』
（
柴
田
武
烈
担
当
）
と
あ
る
。

小
野
志
真
男
氏
「
4
　
佐
賀
県
の
方
言
』
（
昭
和
五
入
年
三
月
　
『
講
座

方
言
学
　
9
：
九
州
地
方
の
方
言
l
l
』
哺
〇
九
頁
　
国
書
刊
行
会
）

後
藤
和
彦
氏
「
鹿
児
島
県
岡
児
ケ
水
方
言
」
〈
昭
和
四
四
年
五
月
　
　
『
九

州
方
言
の
基
礎
的
研
究
』
四
八
一
頁
　
風
間
書
房
）

＊
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
御
意
見
を
戴
い
た
筑
紫
国
語
学
談
話
会
の
率
先
生

方
に
お
礼
申
し
上
げ
る
．

一
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
講
師
一
1

一29一
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